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人が住む世界と野生動物が棲む世界との境界線はどうあるべきか

―屋久島からガボンへ―

大　坂　桃　子 *

ポンカン・タンカンの里，屋久島

鹿児島県南方に位置する屋久島は，世界自

然遺産の島である．「もののけ姫」の舞台と

いわれる苔むした深い森や屋久杉の老大木な

ど，神秘的で雄大な自然で知られる．島の約

90％は森林に覆われており，九州最高峰の

宮之浦岳をはじめとした山々が連なる．そう

した大自然に魅せられて，毎年多くの観光客

が屋久島を訪れている．

一方で，屋久島にはあまり広く知られてい

ない「ポンカン・タンカンの里」という一面

がある．わずかな平地が広がる海岸線沿いに

は，1 周約 100 km の島一周道路が通ってお

り，その道路に沿って 24 の集落が点在して

いる．集落ごとに独自の歴史があり，気候や

主要産業，方言ですら驚くほど違う．これ

らの集落では農業が盛んに行なわれており，

ポンカン・タンカンという 2 つの柑橘類が，

主要な農産物となっている．

ポンカンは，大正 13 年に台湾から導入さ

れ，お歳暮の品として人気を博してきた．タ

ンカンはポンカンとネーブルオレンジの交雑

種であり，ポンカンに比べて甘い．タンカン

の導入はポンカンより遅く，戦後になって栽

培がはじまったが，今ではポンカンからタン

カンへの転換が進んでおり，ポンカンを凌ぐ

勢いである．果樹園の多くは，集落から山に

向かう傾斜地を利用して造成されている．

ポンカンの収穫期は 12 月，タンカンの収

穫期は 1 月末から 2 月末頃である．この時

期になると，近所の人や本州に渡った親戚な

どが応援にかけつけ，果樹園は賑わいをみせ

る．スーパーにはお弁当が大量に並び，集落

の放送からは収穫への激励の言葉が聞こえて

くる．一旦仕事を中断してみんなでごはんや

おやつを囲みながら談笑する時間は，楽しい

ひと時である．
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写真 1　屋久島の集落に広がる果樹園の様子
写真を撮ったのは 1 月中旬，もうすぐタンカンの

収穫である．
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サルがポンカン・タンカンを襲う

そんなポンカンやタンカンを巡って，人間

と競合する動物たちがいる．その代表格が，

ニホンザル Macaca fuscata yakui である．屋

久島は，「人 2 万，サル 2 万，シカ 2 万」と

いわれたほどニホンザルの多い島である．か

つてのニホンザルは専ら山で生活する動物で

あり，1960 年代頃まで集落でみられること

はほとんどなかったという．しかし 1980 年

代になると，その関係性に変化が訪れる．広

葉樹林のスギ植林化や果樹園の拡大，農業従

事者の減少や高齢化などが引き金となり，ニ

ホンザルが集落に出てくるようになったので

ある［揚妻 1998］．その結果，柑橘類を中心

にニホンザルによる農作物被害が増大して問

題となり，現在に至るまで続いている．ニホ

ンザルの被害に耐え切れず廃園になった農園

も多数あり，草の茂った薄暗い農道を何とか

辿っていくと，果樹がどこにあったかすらわ

からないほど荒れ果てた草地が広がっている

こともよくある．ニホンザルを捕獲するた

めに据えられていた罠の残骸が，かつてそこ

でニホンザルと戦った人々がいたことを教え

てくれる．現在も被害に苦しむ農家は，「こ

のままいくと農家はいなくなってしまう」と

語る．

しかし人間の側もただやられているだけで

はない．屋久島の集落には，至るところに

サル避けの電気柵がみられる．実に 24 集落

中 21 集落が電気柵を整備しており，その中

には 30 年以上前に設置されたものも存在す

る．集落によっては，この電気柵を効果的に

用いて被害の軽減に成功しているところもあ

る．ポンカン・タンカンの里に住む人々に

とって，電気柵は今や当たり前の光景になっ

ているのである．

電気柵という境界

電気柵の設置形態は，集落によって異な

る．果樹園ごとに囲んでいるところもある

が，大規模な電気柵の設置を行なっている集

落の多くは，山と集落の間に電気柵を引き，

集落全体を囲むような集落柵を設置してい

る．その様子は，まるで人間の世界とニホン

写真 2　ニホンザルによる被害跡
タンカンの皮や果皮が散らばっている．

写真 3　集落と山の間に引かれた電気柵
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ザルの世界に境界を引いているかのようであ

り，島の外から来た私に不自然な印象を与え

た．ニホンザルの生態調査をしようと山に入

る時は，電気柵を開け閉めして山に向かう．

戻る時のために出入り口の場所を覚えておか

ないと，電気柵に引っかかって集落に戻れな

いということになる．集落柵をもつ集落の人

たちは，当たり前のように柵の中で農作業を

している．しかし柵の外側を歩いていると，

ひっそりとかつての道と思われる跡や祠が残

されていることがある．

しかしそうした電気柵も，完璧な境界に

なっている訳ではない．少し油断をすると，

亜熱帯の森は電気柵を飲み込んでいく．多く

の果樹園は斜面にあるため，農家の高齢化も

相まって管理がとても難しい．個人での管理

に加え，集落の事業として年に数回みんなで

柵の点検を行なうなど工夫しながら維持を

しているものの，ほころびも多い．ほころ

びは，ニホンザルを人間の世界に招き入れ

る．柵の上に伸びた枝，川や道路を避けて柵

が途切れた部分，電線につるが絡まったまま

になっている箇所，過去の落石や倒木でゆが

んだ柵の隙間…ニホンザルはそんな場所を見

逃さず，果樹園に入ってきて，ポンカン・タ

ンカンを食べてしまう．農家はそうしたほこ

ろびを補うために，農地で犬を飼ったり，ロ

ケット花火を鳴らして追い払いをしたり，は

たまた被害の大きなところでは 1 日中果樹

園を見張ったりと，ありとあらゆる工夫をし

ている．しかし，サルとの知恵比べはそう易

しいものではない．今年育てていたタンカン

の木をすべてニホンザルにやられ，収穫でき

なくなったある農家は，寂しそうに「ここで

はサルが強い」と語った．

こうして，屋久島におけるニホンザルと人

との間の境界は，かつて集落から山にかけて

広い幅をもって曖昧に存在していたものか

ら，集落の際に細くはっきりと引かれた電気

柵に変化した．そして現在，その境界に生じ

たほころびを通じて人とニホンザルとの厳し

いせめぎ合いが起きている．

まだ見ぬガボンに思いを馳せて

私はもともとアフリカ中部ガボン共和国・

ロペ国立公園周辺域へ行き，アフリカゾウの

一種であるマルミミゾウ Loxodonta cyclotis

と人との関係について研究する予定であっ

た．新型コロナウイルスの影響が収まればガ

ボンに渡航しようと，今でも準備を続けてい

る．ロペ国立公園周辺域を含むガボン全域で

も，マルミミゾウによる農作物被害が大きな

問題となっている．マルミミゾウは，キャッ

サバやバナナなど多様な作物を対象に，壊滅

的な被害をもたらす［Fairet 2012］．

写真 4　 管理されず倒れて使えなくなっている電
気柵
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マルミミゾウによる農作物被害は，歴史的

にみて新しいものではない［Barnes 1996］．

ゾウと人とは長いあいだ同じ森の中で生活し

てきた．しかしガボンにおいても，近年に

なって農作物被害が問題視されるようになっ

てきた．その背景として，国立公園が多数設

置されたことにより，多くの地域住民が国立

公園の縁で農業をする状況となったことが挙

げられる［Ndong 2017］．また，農村部の人

口密度が減少したり，局所的な土壌の劣化に

よって農地が分散したこと等も影響している

と考えられている［Naughton et al. 1999］．

ロペ国立公園周辺の村では，数年前にガボ

ンではじめて政府による電気柵が整備され

た．さらに現在ガボン政府によって，11 の

国立公園周辺に 50ヵ所の電気柵を整備する

という巨大な事業が進められている［Afrik21 

2019］．つまり，国立公園の制定や電気柵の

設置等によって，マルミミゾウと人の生活空

間の境界は現在進行形で変化している．ここ

でも，長年に渡って曖昧に保たれていた境界

線が，電気柵のように細くはっきりとしたも

のへと急速に変わっていっているのである．

屋久島でフィールドワークをしていた時，

ある農家に「アフリカではゾウの被害をどう

やって防ぐのか」と尋ねられた．私が行く予

定の国では電気柵を使ってうまくやっている

らしいと伝えると，「サルでも飛び越えてく

るのにゾウにきくわけない，壊すに決まって

いる」と笑いながら一蹴されてしまった．果

たして真実はどちらなのか，この目で確かめ

る日を心待ちにしている．
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